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編集後記

重野 寛
慶應義塾大学ＤＭＣ研究センター副所長　理工学部教授

慶應義塾大学デジタルメディア ・ コンテンツ統合研究機構（DMC 研究機構）を前身として、2010 年度に、
慶應義塾大学デジタルメディア ・ コンテンツ統合研究センター（DMC 研究センター）がスタートし、今年度は
7 年目となります。

研究センター創設以来、アナログとデジタルのコンテンツが相互補完的に作用する新しいミュージアムの在り
方、方法論、技術、可能性に関する議論と実践を進めてきました。DMC の進める MoSaIC プロジェクトやキャ
ンパ ・ ミュージアムの検討では、新しいユニバーシティ ・ ミュージアムの姿を具体的に考えるフェーズに入っ
てきています。

同時に、本研究センターは MOOCs（Massive Open Online Courses）配信事業体 FutureLearn に関する推進 ・
支援もミッションとしています。今年度は既に 2 つのオンラインコースを開発し、これは FutureLearn を通じ
て世界中に配信されています。本プロジェクトが提供する最初の 2 つのコースが日本の伝統書物文化と現代サ
ブカルチャーに関するコースであったことは、日本の大学ならでは情報発信という観点からも意義が高いと言え
るでしょう。

本紀要はでも、このような DMC 研究センターの取り組みについて、お届けできたのではと思います。今後の
活動にもご期待ください。

本年度をもって、本研究センターの活動にご尽力を頂いた岡田豊史さんが任期満了となります。DMC 機構時
代から 10 年にわたって勤務をいただきました。長い間、ありがとうございました。


